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Standard Form of Specifications ot Agricultural Wheeled Tractors 



1. 適用 範囲 この 規格 は， 農業 用 車輪 トラクタ （1) (以下， トラクタ という。） の 仕様 窗 （以下， 仕様書と いう。） の 様 
式 及び その 記入 要領に ついて 規定す る。 

注 ひ） 4 輪 を もち， 農業 用 作業 機 を 取り付け， これ を 駆動 又は けん 引し， 操縦 者が 乗 用す る トラクタ。 

備 考 この 規格で { } を 付けて 示して ある 単位 は， 従来 単位に よる ものであって， 参考と して 併記した ものである。 

2. 仕様書の 様式 仕様書の 様式 は， 次に よる。 

(1) 仕様書の 様式 は， 付表 1 及び 付表 2 による。 

(2) 付表 1 は， トラクタの 諸元 及び 性能の 概要 を 示し， 付表 2 は， トラクタの 使用， 整備 その他の 技術的な 口 的 
のために 細目 を 示す もので， 付表 1 と 併用して 用いる。 

(3) 項目 は 目的に 応じて 適当に 選ぶ ことができ， 必要に応じて， 各部の 構造， 材料， 試験 方法な ど を 付記し， 全体 
図， 運転席 付近 配置 図， 作業 機 装着 装置な どの 図面 を 添付す る。 

(4) 全体 図に は， トラクタの 外形， 座席， 車輪な どの 配置の 概略と 主要 寸法 を 示す。 

(5) 運転席 付近 配置 図に は， トラクタの 運転， 走行に 必要な 操 向 ハンドル， 操作 ペダル， レバー， 計器， 表示 装置 
類の 配置の 概略と 主要 関係 寸法 を 示す。 

(6) 作業 機 装着 装置 は， JISD 6703 ( 農業 用 車輪 トラクタの 3 点 支持 装置の 主要 寸法） によって 主要 関係 寸法 を 
示す。 , 

3. 仕様書の 記入 要領 仕様書の 記入 要領 は， 次に よる。 
(1) 付表 1 付表 1 の 記入 要領 は 次に よる。 

(1. 1) 名称 • 型式 トラクタ に 付けた 製造業 者 名 略称 及び 型式 記号 を 記入す る。 

(1.2) 通称 名 製造業 者の 称する 通称 名 を 記入す る。 

(1.3) 製造業 者 名 トラクタの 製造 会社 又は 製造 工場 名な ど を 記入す る。 

(1.4) 種 別 道路 運送 車輛 法に よる 小型 特殊 自動車 又は 大型 特殊 自動車の 別 を 記入す る。 

(1. 5) 駆動 方式 4 輪 駆動 又は 後 2 輪 駆動の 別 を 記入す る。 

(1.6) 主要 寸法 トラクタの 標準の 整備 状態に おける 寸法 を， 次に よって 記入す る。 ロータ リ 専用 又は ロータ 
リ モア 専用の もの は， これ を 含む 状態の 寸法と し， その 旨 を 付記す る。 

(1.6.1) 全 長 作業 機 装着 装置 を 装着した 場合と 装着し ない 場合の 最大 長 を 記入し， その 部位 を 併記す る。 

(1.6.2) 全 幅 最大 幅 を 記入し， その 部位 を 併記す る。 

引用 規格： JIS D 6702 農業 用 トラクタの 動力 取 出 軸 

JIS D 6703 農業 用 車輪 トラクタの 3 点 支持 装置の 主要 寸法 

JIS D 6704 農業 用 トラクタの ヒッチ 部の 主要 寸法 

JIS D 6705 農業 用 車輪 トラクタの リンク 形 ドロー バーの 主要 寸法 

JIS D 6706 農業 用 トラクタ の 主動 力 取 出 軸 性能 試験 方法 

JIS D 6707 農業 用 トラクタ のけん 引 性能 試験 方法 

JIS D 6708 農業 用 トラクタ の旋冋 性能 試験 方法 
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(1.6.3) 全 高 地面から 車両 最高 部 ま での 高 さ を, 次の 場合に 記入し， その 部位 を 併 する。 

(a) 運転 時 装備した 状態。 

(b) 格納 時 格納 又は 運搬な どの 便の ため， 排気管な ど 着脱 容易な 突出 部 を 外した 場合。 
(1-6.4) 軸 距 前車軸 及び 後車 軸の 軸 中心の 水平距離 を 記入す る。 

(1.6.5) 輪 距 前輪， 後輪 それぞれに， 左右 タイヤの 接地 面に おける 中心 距離の 標準 値， 最大値， 及び 最小 
値， 並びに 調節 段 数 を 記入す る。 

(1.6.6) 最低 地上 高 車両の 中心 線 付近の 最低 部の 地上 高 を 記入し， その 位置 を 付記す る。 
(1. 7) 質 量 

(a) 車両 質量 燃料 を 満載し， 潤滑油， 作動 油 及び 冷却水 は 規定 量と し， 規定の 携行 工具 その他の 附属 品 を 
装着した 質量 を 記入す る。 

なお， 前 軸 質量， 後 軸 質量 及び 荷重 割合 を 併記す る。 
付加 重リ 付加 重り を もつ 場合 は， 前輪， 後輪 及び 車体に 分けて a 錘の 質量と 個数 を 記入す る。 
機 関 

名称 • 型式 機関に 付けた 製造業 者 名 略称 及び 型式 記号 を 記入す る。 

機関 形式 シ リンダ 配置， 冷却 方式， 気筒 数， サイクル 別， 機関 種類， その他 必要で あれば 燃焼 室 形式， 
弁 配置， 過 給 機 形式 を 記入す る。 
総 行程 容積 （総 排気 童） 次式に よる。 



(b) 
(1. 8) 
(a) 
Cb) 



(c) 



(d) 
(e) 
(f) 
(g) 
(1. 9) 
(a) 
(b) 
(c) 

(d) 

(e) 

(f) 

(g) 
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ここに， V : 総 行程 容積 （/) 

Z> ： シリ ンダ 内径 （mm) 
L ： 行 程 （mm) 
N ： シ リ ン ダ数 
n -3, 1416 

機関 性能 製造業 者の 指定す る 回転 数に おける 出力， 最大 トルク， 燃料 消費 率 を 入す る。 
使用 燃料 ガソリン， 灯油， 軽油， 重油な どの 種類 を 記入す る。 
燃料 タンク 容量 補助 タンク を もつ 場合 は 付記す る。 
バッ テリ 個数， 電圧 及び 容量 を 記入す る。 
主要 性能 

変速 段 数 前進 及び 後進の 変速 段 数 を, ffl 入す る。 

走行 速度 3. (d) の 機関 回転 数に おける 定行 速度 を^ 算し， 範 ffl で till 入す る。 

最大 安定 傾斜角 輪距 を 標準 状態に して ト ラ クタ を 左右に 傾斜 させた 場合， 山側の すべての 卓 輪が 踏 板 か 

ら 離れる 瞬間に おける 傾斜角 度 を 記入す る。 左右の 値が 異なる 場合 は， それぞれの 値 を 記入す る。 

最小 旋回 半径 JIS D 6708 ( 農業 用 トラクタの 旋回 性能 試験 方法） によって， ブレーキ を 使用した 場合 

と 使用 しない 場合の それぞれ について 最小 旋回 半径 を 記入す る。 

主動 力 取 出 軸 出力 JIS D 6706 (農業 用 トラクタ の 主動 力 取 出 軸 性能 試験 方法） による 主動 力 取 出軸最 

大 出力 を 記入す る。 

最大 けん 引出 力 JIS D 6707 (農業 用 トラ クタの けん 引 性能 試験 方法） による 最大 けん 引出 力 を 記入す 

く3 

最大 けん 引力 JIS D 6707 による S 大 けん 引力 を, 記入する。 
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Ch) 作業 機 昇降 装置の 最大 揚力 機体の 前部 を 固定し， 油圧 式で は 油 温 を 65±5°C とした 状態で 下部 リンク ヒ 
ッ チ点 及び フ レ 一ム 上の 荷重 点の 揚 程が 最小 とな るよう に リ ン クを 調節 した と き に， それぞれの 点に お 
いて 全 揚程を 通じて 揚げうる 最大 揚力 を 記入す る。 

(i) 主動 力 取 出 軸 （PTO) 回転 数 及び 段 数 JISD 6702 (農業 用 トラクタの 動力 取 出 軸） によって 動力 取 出 
軸 回転 数 及び 変速 段 数 を 記入す る。 

(1.10) 車体 

(a) タイヤの 呼び 及び プライ 数 前輪 及び 後輪の タイヤの 呼び 及び プライ 数 を 記入す る。 

Cb) クラッチ 装置 主 クラッチの 形式， 乾式， 湿式の 別， 単 板 • 多 板の 別， 単 動 式 二 段 踏 込 式の 別な ど を 記入 

する。 

(c) 制動 装置 主 ブレーキの 形式， 4 輪 制動 • 後 2 輪 制動な どの 別， 乾式 • 湿式の 別， 内部 拡張 式 ，ディスク 

式な どの 別 を 記入す る。 

(d) かじ 取り 装置 歯車 形式 （ヒン ドレ ウォーム ローラ 式， ウォーム セクタ 式な どの 別）， リンク 装置の 形式， 
倍 力 装置 （リンケ— ジ形， イン テグ ラル 形， セミ イン テグ ラル 形， 全 油圧 形な どの 別） を 記入す る。 

(e) 差 動 装置 差 動機 形式， 傘歯車， 平 歯車な どの 種類， ロック 装置の 有無な ど を 記入す る。 4 輪 駆動の 
は， 前輪， 後輪 それぞれ について 記入す る。 

(f ) 変速装置 変速 方式 （常時 かみ 合い 式， 同期 かみ 合い 式， 選択 かみ 合い 式， パワー シフト 式， 油圧 モータ 
式な ど） を 記入す る。 

(g) 作業 機 装着 装置 JIS D 6703 によって その 種類 を 記入す る。 

なお， これと 異なる 場合 は その 旨 を 付記す る。 

(h) 作業 機 昇降 装置制御 方式 自動制御 装置の 有無 ，ポジション コントロール， ドラフト コントロール， ミツ 
クスコ ント ロールな どの 別 を 記入す る。 

(i) 主動 力 取 出 軸 寸法 JIS D 6702 による 呼びな ど を 記入す る。 

(1.11) その他 

(a) 転倒 時 防護 装置な ど 安全 キヤ ブ， 安全 フ レーム (2 柱 又は 4 柱の 別), 日除けな どの 装着の 有無， 卿 
装備， オプションの 別 を 記入す る。 

(b) 型式 認定 番号 又は 新型 届出 番号 道路 運送 車輛 法に よる 小型 特殊 自動 率の 型式 認定 番号 又は 大型 特殊 I お 
動 車の 新型 届出 番号 を 記入す る。 

(C) 型式 検査 合格 番号， 安全 鑑定 適合 番号 その他 公的 機関な どの 試験 成績な ど 国の 実施す る 型式 検 S を はじ 
め 他の 公的 機関の 試験 結果が ある もの は その 番号な ど を 記入す る。 
(2) 付表 2 付表 2 の 記入 要領 は 次に よる。 

(2. 1) 重心 位置 トラクタ の 重心の 位置 を， 後車 軸 中心 線から 前方への 距離， 車両 中心 線から 左右への 距離 及 
び 接地 面 か らの 高さ で 記入す る。 

(2. 2) 機 関 

(a) シリ ンダ シ リ ンダ 内径 及び 行程 を 記入す る。 

Cb) 燃焼 室 容積 燃焼 室 容積 を 記入す る。 

(C) 圧 縮 比 次の 式に よって 計算した 値 を;? 己 入す る。 

(行程 容積 ）+ (燃焼 室 容積） 
(燃焼 室 容積) 

(d) 機関の 位置 前部 機関， 後部 機関の 別 を 記入す る。 
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(2*3) 燃料 系統 

(a) 噴射 ポンプ 及び ノズル 形式 製造業 者が 付けた 形式 を 記入す る。 

(b) 調 速 機 遠心 式， 空気 式， オール スピード 式な どの 別 を 記入す る。 

また 必要に応じて 製造業 者の 付けた 形式な 付記す る。 
(C) 燃料ろ 過 器 ろ 紙 式な どの 別 を 記入す る。 
(2. 4) 機関 潤滑 系統 

(a) 潤滑 方式 圧 送 式， はねかけ 式な どの 別 を 記入す る。 

(b) 油 ポンプ 歯車 式， トロ コ イド 式， プラン ジャ 式な どの 別 を 記入す る。 
(C) 油ろ 過 器 ろ 紙 式， 金網 式， 遠心 式な どの 別 を 記入す る。 

なお， 2 個 以上 用いる とき は 個数 を 記入す る。 

(d) ろ 過 方式 フル フロー 式， バイパス 式な どの 別 を 記入す る。 

(e) 潤滑油の 種類 油の 種類 を 記入す る。 

(f) 潤; 骨 油 容量 全容 量 を 記入す る。 
(2. 5) 冷却 系統 

(a) 水 ポンプ 形式 遠心 式， 軸 流 式な どの 別 を 記入す る。 

Cb) 放熱器 形式 加圧 式， 開放 式な どの 別 及び コル ゲート 形， プレート フィン 形の 別 を 記入す る。 
(C) 送風機 形式 遠心 式， 軸 流 式な どの 別 及び 吸 込み 式， 押出し 式の 別 を 記入す る。 

(d) 冷却水 容量 水 ジャケット 及び 放熱器 内の もの を 含めた 全容 量 を 記入す る。 補助 タンク， 暖房 機な ど 
が ある 場合 は， その 旨 付記す る。 

(e) サーモスタット 形式 ベロ— ズ式， ワックス 式な どの 別 を 記入す る。 
(2.6) 空気 清浄 器 

(a) 形 式 ろ 紙 式， 油槽 式， 遠心 式な どの 別 を 記入す る。 
Cb) 油の 種類 及び 規定 油 量 油槽 式の 場合 は， 油の 種類と 規定 油 量 を 記入す る。 
(2. 7) 予熱プ ラゲ 製造業 者が 付けた 形式 を 記入す る。 

また， 必要に 応じ， 定格 電圧， 定格 電流 値 を 記入す る。 
(2. 8) 始動 装置 
(a) 始動 電動機 製造業 者が 付けた 型式 を 記入す る。 

また， 必要に 応じ， 定格 電圧， 定格 容量 を 記入す る。 
Cb) 始動 霞 動機の かみ 合い方 式 押 込み 式， 電磁 シフト 式， ァー マチュア シフト 式， 慣性 シフト 式な どの 別 
を 記入す る。 

(C) 始動 安全装置 変速 中立 形， 主 クラッチ 遮断 形な どの 別 を 記入す る。 
(2*9) 充霪 装置 

(a) 充電 発電機 製造業 者の 付けた 型式 を 記入す る。 また， 必要に 応じ， 交 直流の 別， 定格 電圧， 定格 容量 
を 記入す る。 

(b) 電圧 電流 調整 器 チリ ル式， カーボン パイル 式， 半導体 式な どの 別 を 記入す る。 
(2.10) 動力 伝達 装置 

(a) 主 クラッチ クラッチ ディスク g を 記入す る。 
Cb) 変速機 室 潤滑油 種類 及び 容量 を 記入す る。 
(C) 差 動機 室 潤滑油 種類 及び 容量 を 記入す る。 

なお， 4 輪 駆動の 場合 は， 前輪， 後輪 それぞれ について 記入す る。 
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(d) 終 3* 速 機 室 潤滑油 種類 及び 容量 を 記入す る。 

なお， 4 輪 駆動の 場合 は， 前輪， 後輪 それぞれ について 記入す る。 

備 考 動力 伝達 装置に おいて， 二つ 以上の 装 匱が 同一の 油 を 使用して いる 場合 は， 全量 を まとめて 記入す る ことが 
できる。 

(2.11) 走行 装置 

(a) 前車軸 形式 形式 を， ヱリ オット 式， 逆 エリオット 式， ルモ アン 式， 逆ルモ アン 式な どの 別， フラン ジ 
式， スライド ハブ 式な どの 別 を 記入す る。 

(b) 車 輪 前後 輪 それぞれの リムの 呼び， タイヤの 空気 圧 を 記入す る。 

(2.12) 制動 装置 

(a) 主 ブレーキ プレー キ胴径 （ディスク プ レーキの 場合 は ディスクの 外径） を 記入す る。 

(b) 駐車 'ブレーキ 操作 方式 及び 作動 箇所 を， 足 踏 式， 手勒 式の 別， 4 輪， 後 2 輪の 別 を 記入す る。 

(2.13) 動力 取 出 軸 

(a) 軸の 位置 及び 方向 トラ ク タの 中心 線 及び 後車 軸 中心 線 を 基準と して， 動力 取 出 軸 先端の 位置， 地上 

高 及び 方向 を 記入す る。 

(b) 軸の 回転 方向 及び 回転 数 動力 取 出 軸 先端から 見た 回転 方向 及び 取 出 軸 回転 数 [時計 り 540， 1000 

min-Mrpm} など] とこれ に 対応す る 機関 回転 数 を 記入す る。 
(C) その他 主動 力 取 出 軸 以外に， グランド PTO， ベルト 駆動 軸な どが あれば， 上; fa になら つて 記入す 

る。 

(2.14) 作業 機 装着 装置 

(2. 14. 1) 3 点 支持 装置 JIS D 6703 によって 種類 （0 形， 1 N 形， 1 形， 2 形， 3 形） を 記入す る。 

なお， JIS D 6703 の 各 寸法と 異なる 場合 は， その 旨 を 付記す る。 
(2« 14. 2) ドロー ノ、' 一 

(a) 形 式 固定 式， スイング ドロ— バ— 方式， 前後 出し入れ 式な どの 別 を 記入す る。 

(b) 位 置 トラクタ 中心 線からの 左右の 振れ， 後車 軸 中心 線から ヒッチ ピンまでの 距離， 接地 面からの 
最大， 最小 高さ を 記入す る。 

( C ) 呼び 又は 種類 JIS D 6704 (農業 用 トラクタの ヒッ チ 部の 主要 寸法）， JIS D 6705 (農業 用 車輪 
トラクタの リンク 形 ド ローバ一 の 主要 寸法） によって 記入す る。 
なお， これらの 各 寸法と 異なる 部分が ある 場合 は， その 旨 を 付記す る。 

(2.15) 作業 機 昇降 装置 

(a) ポンプ 型式 製造業 者の 付けた 型式 を 記入す る。 

(b) ポンプ 吐出し 量 吐出し 量 を 記入し， その 時の 機関 回転 数 を 付記す る。 

(c) 作動 圧力 リリーフ 圧力 を 記入す る。 

(d) P ヮ―リ ンク ヒッチ 点に おける 最大 昇降 量 （垂直 移動 距離） を 記入す る。 

(e) 油圧 外部 取 出し 栓 個数 及び 油圧 取 出口 寸法 を 記入す る。 
Cf ) 作動 油 種類 及び 専用， 兼用の 別 並びに 容 を 記入す る。 
(gO 油圧 ロック 方法 ロックの 方法 を 記入す る。 

(2.1.6) 運転 装置 

(a) レバー 類 運転 操作に 必要な レバ—， ハンドル， ペダル 類の 名称 及び 個数 を 記入す る。 
Cb) 座 席 必要に応じて 上下， 前後の 調節 範蹈， 座席の 懸架 方式と ともに， ひじ 付， ヘッド レスト 付な ど 
を 記入す る。 
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(c) 計器 類 速度計， 運転 時間 計， 油圧計， 温度計， 電流計， 燃料 計な どの 計器の 名称, 方向 指示 器 表示 

灯， 前照灯お 光軸 表示灯， 充電 表示灯， 油圧 表示灯な どの 表示 装置に ついて 備える もの を 記入す る。 

(d) 灯火 類 前照灯， 補助 前照灯， 卓 幅 灯， K 灯， 番号 灯， 制動灯， 後退 灯， 駐車 灯， 方向 指示 器 （前 
方， 側 方， 後方）， 作業 灯， 後部 反射 器な ど， それぞれの 灯火に ついて 個数， 色， 容量 及び 形式 を 記入 
する。 

Ce) 警音器 形式， 個数， 定格 電圧， 定格 電流 及び ホーン を 記入す る。 
(f) 後 写 鏡 個数 及び 取 付 場所 を 記入す る。 
(2.17) その他 必要と 思われる 事項 を 記入す る。 ' 



付表 1 農業 用 車輪 トラクタ 仕様書 （1) 



(1) 名称 *塑 式— 

(2) 通 称 名 _ 

(3) 製造業 者 名 _ 

(4) 種 別— 

(5) 駆動 方式 _^ 

(6) 主要 寸法 
(a) 全 長 



作業 機 装着 装置 を 装着 した 場合 



作: if;^ 装着 装 B を 装着 しない 場合 



„ から 



(7) 質 量 

(a) 車 h^ii 質量 

前き 質量と 荷重 割合 
後 軸 質量と 荷重 割合 

(b) 付 加 まり 

IJ'J 輪 

車 体 

(8) 機 関 

(a) 名称 '型式 一 

(b) 機関 形式 

(C) 総 行程 容積 

(d) 機関 性能 • 

出 力 



kg 



-kg 
— kg 



一 0ん 

— % 



—まで） 











mm ( 


から 


まで） 


(b) 


全 


幅 




mm ( 


から 


まで） 


(c) 


全 


问 












趣 


転 時 




mm C 


まで:） 






格 


納 時 




mm ( 


まで:） 




(d) 


軸 


距 




mm 






(e) 


fa 


距 












m 


輪 


標準 


mm 最大 


mm 取 小 


mm 段 数 




後 


輪 


標準 


mm M 大 


mm 最小 


mm 段 数 


(f ) 


最低 地上 高 




mm ( 


-) 





— kg X 
一 kg X 



一 後輪 
—位置 



-kg 



最大 トルク. 

(e) 使用 燃料 

(f) え?' 、抖タ 



_kW{PS} 
_Nm{kgf*m} 



定格 回転 数— 
燃料 消費 率— 



— mm 一 1 {rpm} 
_g/kW-h{g/PS-h} 



容量 



(補助」 
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(9) 主要 性能 

(a) 変速 段 数 

(b) 走行 速度 



前進— 
前進— 
後進 _ 



_ 段， 後進 „ 
km/h 
_km/h 



—段 

一 km/h 



一 kmZh 



(右 )_ 



(C) 最大 安定 傾斜角 
(d) 殺 小 旋回 半径 

ブレーキ を 使用した 場合 ， 
ブレーキ を 使用し ない 場合 

主動 力 取 出 軸 出力 

最大 けん 引出 力 

最大 けん 引力 _____ 



—度 （左) 一 



一度 



Ce) 
(f ) 

Ck) 

(h) 
(i) 
(10) 車 
(a) 



„kW{PS} 
_kW{PS} 
_N{kgf} 



_ 速度 段） 
„ 速度 段） 



(b) 
(c) 
(d) 
(e) 
(f ) 
(g) 
(h) 
(i) 



作業 機 昇降 装置の 最大 揚力 _ 
主動 力 取 出 軸 回転 数 及び 段 数 
体 

タイ ャの 呼び 及び プライ 数 
前 輪 タイ ャの 呼び 
後 輪 タイヤの 呼び 

ク ラ ッ チ装 it 

制動 装 it ^ 

か じ 取 り 装置 

差 動 装置 前輪 

変速 装 11 



— N{kgf} 



— m】n— 1 irpm} 



—段 



„„ プライ 数— 
_ プライ 数— 



後輪 _ 



作業 機 装着 装 E 

作業 機 昇降 装 g 制御 方式— 
主動 力 取 出 軸ォ法 



(11) その他 

(a) 転倒 時 防護 装 鼠な ど 



(b) 型式 認定 番号 又は 新型 届出 番号 

型式 認定 番号 農 

新型 認定 番号 地 春 „^ 

(c) 型式 檢查 含格番 ひな ど ― 



—号 
一-巧 
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付表 2 農業 用 車輪 トラクタ 仕様書 （2) 



(1) 重心 位置 

後舉軸 中心 線から 前方 
車両 中心 線から 左方へ 
接地 面から 

(2) 機 関 

(a) シ リン ダ 

(b) 燃焼 室密積 

( C ) — 圧縮 比 

(d) 機関の 位置 , 

(3) 燃料 系統 

( a ) 喷射ボ ソ プ 及び ノ ズル 形式 

(b) 調 速 機 一 

(c) 燃料ろ 過 器 

(4) 機関 潤滑 系統 

(a) 潤滑 方式 

(b) 油 ボ ソ プ 
( C ) 汕 ろ 過 器 

(d) ろ 過 方式 . 

(e) 潤滑油の 種類 _____ 

(f ) 潤滑油 容量 

(5) 冷却 系統 

(a) 水 ポンプ 形式 

(b) 放熱器 形式 

(C) 送風機 形式 ― 

(d) 冷却水 容: 

(e) サ一 モス タツ ト 形式 

(6) 空気 清浄 器 

(a) 形 式 

(b) 油 の 種 類 _____ 

(7) 予熱プ ラゲ -.. . 

定格 電圧 ^ 

(8) 始動 装置 

形式 



. mm 
. mm 



内径 X ぺ 行程 



I 



mm X 



規定 油 量 _ 



V 定格 電流. 



(a) 始動 電動機 

定 格 定格 電 rH_ 

Cb) 始 Irl 動機の かみ 杏い 方式 

(C) 始動 安全 装隊 

(9) 充電 装置 
Ca) 充電 発電機 形式 



― 交 S 流の 別— 
_v 定格？?^— 



_kW 



(b) mn:; 電流 調整 器 



定格 電圧 _ 
形式 _ 



交 直流の 別— 
定格 容 
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(10) 動力 伝達 装置 

(a) 主 クラ ッ チ 

(b) 変速機 室 潤滑油 
(C) 差 動機 室 潤滑油 
(d) 終 減速 機 室 潤滑油 

(11) 走行 装置 

(a) 前車軸 形式 

(b) ホ 輪 

リ ムの び 

空 気 圧' 

(12) 制動 装置 

(a) 生 プレ一 キ 

(b) 駐車 ブレーキ 

操作 方式 „ ...... _____ 

(13) 動力 取 出 軸 



潤滑油の 種類 一 
> チ デ ィ ス ク 径— 
潤滑油の 種類— 
ffl 滑 油の 種類 _ 
潤滑油の 铺頹— 



_ 容量— 



_ 容量— 



_ 容量 _^ 
ズ 傻- 



形式 一 



B リ輪 _ 

前輪— 



J 麦 輪 _ 
- 後輪 二 



ブレーキ 胴 （ディ ス ク） 径_ 



作動 筒 所 



Ca) 



軸の 位 e 及び 方向 
ト ラ クタ 中心 線から 右- 
後車 軸 中心 線から 後へ 
地 上 高 



方向. _ 



(b) 



(c) 



軸の 回転 方 「i''j 及び 回転 数 

回転 方 向. 

回 数 

機 (3^ 回転 数 

その他 



一 min—i{rpm} 
一 min— 1 {rpm} 



(14) 作業 機 装着 装置 

(14.1) 3 点 支持 装置 

種 類 

(14. 2) ドロ— パ— 
(a) Ji^ 式 



(b) 位 置 

ト ラ ク タ 中心 線から 左右の 振れ 
後車 軸 中心 線からの 距離 _ 



左— 



. mm お— 



接地 面 か ら の 最大 最小 高 さ 最大 

(C) 呼び 又は 種類 ( 

(15) 作業 機 昇降 装置 

(a.) ポンプ S 式 

( b ) ボ ン プ 吐出 し 量 I /min ( 

( C ) 作動 圧力 kPa {kgf/ cmn 

(d) ロワ一 リンク ヒッ チ点 における 最大 昇降 量 



mm 瑕 小 

) 



min—ifrpmi リ 



(垂直 移動 距離)— 
(e) 油圧 外部 取 出し 拾 



個数… 



取 出し 口 寸法. 
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〔f ) 作 動 油 

作動 油 容量— 
(g) 油圧 ロック 方法 
(16) 運転 装置 
(a) 
(b) 



種類 一 



—専用， 兼用の 別 一 



(c) 



(d) 



(f ) 



レバ— 類 名称— 

m 席 調整 範囲 
懸架 方式 

計 器 類 

速度計 _^ 

温度計 



個数 一 



上下. _ 



前後 _ 



運転 時間 計— 
電 流 計 _ 



油圧計 _ 
燃料 計 _ 



方向 指示 器 表示灯— 

充電 表示灯 

灯火 類 



一一 前照灯 主 光軸 表示灯 _ 



油圧 表示灯 一 





個 数 


色 


容 量 


形 式 


前 照 灯 










補助 前照灯 










車 幅 灯 










尾 灯 










番 号 灯 










制動灯 










後退 灯 










駐車 灯 










方向 指示 器 










作業 灯 










後部 反射 器 











(e) 替音器 形式 _ 



一個 数— 



定格 電圧— 



後 写 鏡 
個数 一 



取 付 場所— 



_V 定格 電流— 



— A ホーン 



(17) その他 



12. 



JIS D 6701 1986 
農業 用 車輪 卜 ラクダ の 仕様書 様式 解説 



1. 改正の いきさつ この 規格 は， 昭和 42 年に 制定され， その後 昭和 51 年に SI の 導入 等の ために 改正が 行われ， 今 
日に 至ってい る。 

今回の 改正 は， 制定 後口 時 を 経過し， 製品 品質の 向上 も あり， 内容の？ J 検討 を 行うた め， 昭和 59 年度に 社団法人 口 
本 農業 機械工業 会が 工業技術 院の 委託 を 受けて 改正 原案 を 作成， 昭和 60 年 7 月 日本 工業 標寧 調查会 一般 機械 部会の 審 
議を g て 決定され たもので ある。 

なお， 今回の 改正で は， 付表 を， 付表 1 及び 付表 2 に 分け， 付表 1 では カタログ 等へ 用す るた めの 主要; IS 元 を 示 
し， 付表 2 では 取扱 説明 リ:： 等へ 利用す る 明細 諸元 表 となって いる。 

2. 改正 原案 調査 作成 委員会 構成 表 





氏 


名 




所 厲 


田 


原 


虎 


次 


口 本 大学 農 獣医学 部 


里 




武 


夫 


通商産業省 機械 情報産業 局 


(丁 i 


中 


行 


平 


全国 農業協同組合 連合会 


辻 






充 


社団法人 陸 用 内燃機関 協会 


戸 


m 


政 


則 


農林水産省 園芸 局 


松 


本 


大 


治 


工業技術 院 標準 部 ' 


八 


木 




茂 


農業 機械化 研究所 検査 部 


渡 


辺 




崇 


全国 農業 機械 商業 協同組合 連合会 


渡 


辺 


波 


夫 


社団法人 日本 農業 機械化 協会 




野 




宏 


株式会社 本 田 技術 研究所 朝霞 東 研究所 


小 


林 




誠 


松 山 株式会社 開^部 


小 


宮 


正 


幸 


富士 口 ビン 株式会社 技術 部 


後 


藤 


秀 


夫 


久保田 鉄工 株式会社 内 燃 機器 研究 本部 開発 1? 理部 


佐 


藤 


文 


男 


石 川 島 芝 浦 機械 株式会社 技術 管理 部 




島 


陽 




高 北 農 機 株式会社 技術 部 


瀧 


澤 


保 


男 


ヤンマ— 農 機 株式会社 中央 技術 研究所 


手 


塚 


博 


之 


三菱 農 機 株式会社 生産 本部 技術 管理 部 




岡 


泰 


孝 


井関 農 機 株式会社 整地 技術 部 


鋤 


柄 


作 




鋤 柄 農 機 株式会社 研究 部 
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道 ft ft|g(0e7B)21"7851 FAX 霧 松 (目 は 142)61 
ft 替 :Ol680-2-33S9 

OaiO 福 W 市 中央 区渡迈 a り 2 丁目 1-82 電気 ビル 第 3^ 鍵 内 
«fi 編 (092) 76 卜 4m FAX flH (092) 761 -7466 
»»： 01790 -S -21632 
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